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プール最高！
　楽しい！
　　気持ちいい～！

那賀小学校１～２年生

◆平成23年７月28日発行       発行責任者：壱岐市議会議長　　編集：議会広報特別委員会

◇主な内容
６月定例会（平成23年６月10日～ 27日）
•こんなことを決めました 
　　議案のなかみ ２Ｐ～
•一般質問 （12人が登壇） ８Ｐ～
•あん質問などえーんなった？ 14Ｐ
•市民の声 15Ｐ
•議会だよりクイズ 16Ｐ



02壱岐市議会だより　2011年第30号

※ Ｈ22年度一般会計補正予算（専決処
分）承認（賛成多数）（賛成多数）

※Ｈ22年度繰越明許費計算書　報告

※ へき地診療所条例の制定
可決（全員一致）

※ 市民病院及びかたばる病院診療
費の一部改正　可決（全員一致）

６月議会

こんなことを決めました。ちっとくわしゅううも

もうちっと
くわし うゅ
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ゴルフ場利用税交付
金について、入場者
の数と交付金はいく
ら。

アワビ種苗の売り払い収入880万円が減
額となった理由は。

ふるさと応援寄付
金の寄付者数と金
額は。

市営住宅の修繕料190万円の予算は減額と
せず、修繕すべき所があったのではないか。
平成17年の福岡西方沖地震での被害修復も
できておらず、また老朽化による雨漏り等の
改修もまだの住宅がある。

利用者8,102人、交
付金は257万７千円。

急激な海水温の変動が主な原因と思われ
る。そのため生産量40万個に対して48％
の19万500個であった。海水温度調節器
は設置していない。

寄付者数88名、寄
付金額436万５千
円。 配慮がたりなかった。今後は努力する。

何年も前から
海水温が原因
で被害がある
のだから、海

水温調節器など早めに設
置して対応していただき
たい。

ち

ょっ
と ひと言

○一般会計予算の繰越額 27億2,759万2,139円
　•総務費（きめ細かな交付金事業費等） 567,551,791円
　•衛生費（廃棄物処理施設整備費） 1,931,861,000円
　•農林水産業費（ふるさと農道整備事業費等） 22,622,440円
　•商工費（壱岐島荘改修工事設計業務費） 3,990,000円
　•土木費（道路橋りょう新設改良事業費） 175,516,458円
　•教育費（筒城公民館改修工事費等） 21,779,200円
　•災害復旧費（公共土木施設災害復旧費） 4,271,250円

○簡易水道事業予算の繰越額 121万8千円
○特養ホーム事業予算の繰越額 2千648万円
○水道事業予算の繰越額 4千585万6千円

市内の無医地区（郷ノ浦町大島・長島・
原島）の三島地区住民の医療を確保し、
健康保持推進のため「壱岐市へき地診療
所」を設置し指定管理とする。（年内施行）
　名称　壱岐市三島診療所　
　場所　郷ノ浦町大島554番地2

市民病院「分娩料」は県内医療機関と比
較して格差が大きいため、基本料金を引
き上げ時間外割増料金を設定。

※ 市長の給与の特例に関する条例の一部改正
　否決（全員反対）否決（全員反対）

※ 八幡浦地区特定漁港整備工事請
負契約の締結　可決（全員一致）

※ 学校給食センター機械及び排水設備工事
請負契約金額の変更　可決（全員一致）

※ 学校給食センター等設置条
例の制定　可決（全員一致）

ちっとくわしゅううも

もうちっと
くわし うゅ

Q
A

庁舎の火災に関する管理規定の見直しは。

全ての庁舎について、施設管理の詳細を庁舎管理要領と
定め、全職員に周知徹底を図る。

この追加は施設整備の当
初契約からわかっていた
のでは。どの工事にして
も契約変更が多すぎるが、

施工者との綿密な打ち合わせを。

ち

ょっ
と ひと言

４月26日に郷ノ浦庁舎で発生した火災に伴い、行政責任を明確に
するため市長の現行給与を１ヵ月間10％減額するもの。

八幡浦地区の外防波堤工事（平成23年度工事
分）延長30ｍ
　契約の相手方　株式会社　岡本組
　契約金額　４億２千148万７千850円

排水設備工事に係る貯
水タンク（40トン）と
薬注機（塩素補充機）
を追加施工するため、
契約金額に１千169万
700円を追加。

市内各町給食センターを廃止し、新たに
学校（小中学校）給食センター等を設置。
（７月31日施行）
　•名称　壱岐市学校給食センター
　　場所　勝本町立石東触36番地１
　•名称　原島学校給食調理場
　　場所　郷ノ浦町原島305番地

アワビ種苗センターで育つ稚貝
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三島診療所施設改修工事費　322万円
無医地区であった郷ノ浦町三島に、旧郷ノ浦町漁協大島事
務所の建物を購入整備して診療所を設置する。
長年の懸案であっただけに、画期的な大きな一歩を踏み出
す事となる。

※Ｈ23年度一般会計補正予算第３号　可決（賛成多数）（賛成多数）

※Ｈ23年度一般会計補正予算第１号専決処分　承認（全員一致）

※Ｈ23年度一般会計補正予算第２号専決処分　承認（全員一致）

どえーな予算ば追加すると？

Q

Q

Q

A

A

A

イルカ１頭あたりの購入価格は。

今後更にイルカを購入する予定はあるか。

大島に設置される三島診療所の開設はいつ頃にな
るか。

オス・メス共に１頭100万円で、購入までの飼育経
費が加算される。税込でオス189万円を１頭とメス
１頭210万円を２頭、今回購入している。現在イルカ
パークではオス１頭とメス５頭の計６頭となった。

現状でオスが１頭なので、あと１頭オスを導入した
い状況にある。

施設の改修をして、指定管理の完了を遅くとも９月
定例会までにと思っている。

イルカ購入経費　672万円

被災地ボランティア派遣経費　458万８千円
東日本大震災による被災地支援のための、職員・ボランティア派遣の経費及び、被災者受け入れ経費。

国民宿舎「壱岐島荘」耐震補強工事及びリニューアル工事　６千860万４千円
老朽化した施設を耐震補強して室内・浴場の改修とトイレの水洗化等、工事期間を１年要する大がかりなもの。
風光明媚な立地条件を活かした当施設の観光客の集客に大きな期待を寄せている。

24時間対応定期巡回・随時対応型サービス事業委託費　２千３万円
平成24年度から介護保険事業の新サービスとして開始される国のモデル事業で、居宅介護者を対象に、24時
間の定期巡回訪問サービス事業による随時の対応サービスを実施する事業を民間に委託する。

情報通信基盤整備工事費　４千815万５千円
ケーブル工事の国の補助事業締め切り後、市が起債事業として整備するもので宅内工事の追加に伴うものと番
組編集機等備品購入費。

イルカ搬入の様子

三島診療所に改修される建物（郷ノ浦漁協大島支所）

ちっとくわしゅううも

もうちっと
くわし うゅ

ちっとくわしゅううも

もうちっと
くわし うゅ

ちっとくわしゅううも

もうちっと
くわし うゅ

ちっとくわしゅううも

もうちっと
くわし うゅ

Q

Q

A

A

改装の内容をもう少し詳しくと、改装期間中の営業
はどうするか。

告知放送のうち、自治公民館の加入件数は。

耐震補強、排煙設備、大浴場の展望風呂、エレベータ
の設置等であり、工事期間中は休館とする。

市内242の自治会のうち、123の公民館と老人憩いの
家が35件、計158件の申込がある。８月頃までにす
べての設置を完了させたい。
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６月定例会　採決状況（全員一致以外のもの）

区　分
結　

果

賛　

成

反　

対

久
保
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嶋

町
田
光
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原
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鵜　

瀬
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原

久　

間

大
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瀬
戸
口

市
山
繁

小
金
丸

牧　

永
議案２ 承認 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長
議案13 可決 14 5 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議長
議案18 否決 0 19 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議長
議案20 否決 0 19 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議長
請願１ 不採択 3 16 × × × ○ × × × × × ○ × × ○ × × × × × × 議長
陳情１ 不採択 0 19 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議長
H21請願１号 不採択 2 17 × × × × × × × × × ○ × × × × × × ○ × × 議長
 ○・・・賛成　　×・・・反対

板浦地区（郷ノ浦町渡良東）船だまり進入道路用地購入
 392万8千円
係船場までの進入路の一部に私有地があり、通行に支障が
あるとして市の公有財産として購入するため漁港管理費と
して計上された。

焼却灰保管庫建屋設置工事費
 ２千42万5千円
住吉後触地内に旧芦辺町時代に設置した焼却灰
保管庫が、風雪により老朽化し外部に漏出の恐
れがあることから、テント倉庫構造の建屋で保
護し環境保全協定を順守することが目的。

特養ホーム建設事業費　７千706万１千円
特養ホーム建設は、現施設の海側埋立地に建設するとして測量・地質調査、建築・土木設計も終わり、本年度
の当初予算で11億５千万円程の建築予算が成立していた。しかし、先の東日本大震災による甚大な被害を受け
て、地震による液状化現象に対する不安と津波被害による安全性が確保できるか等、専門家に調査依頼した結
果は「過去の壱岐対馬地震、福岡西方沖地震を考慮すれば再考すべき。」との結論であった。
従って、現時点では施設建設場所は未定となった。また、療養病床数の決定も流動的であり、この予算を容認す
ることはできない。

情報通信基盤整備工事費　２千530万円
６月27日時点での加入件数は
　　告知放送 ………… 計12,895件
　　光テレビ ………… 計  8,450件
　　インターネット … 計  3,030件
　　IP電話 …………… 計  1,651件

反対意見　漁業者の高齢化に伴い漁船も減少し、
市管理の係船場にはゆとりがあり、板浦地区に
ついては近くに麦谷・柏・和歌漁港がある。長
年利用している所を離れたくないとの事だがそ

れは理由にはならない。

ち

ょっ
と ひと言

※ 特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算　否決（全員反対）否決（全員反対）

※ Ｈ23年度一般会計補正予算第４号　
可決（全員一致）

Q

Q
A

A

この地質調査、設計業務、測量業務等の
予算化をされている場所は。

決まってないところに予算を立てるとい
うのは不審である。もしそこに決まらな
かったら無駄遣いになるわけですね。

現時点で候補地は決められない状況であ
る。

計画を見直すこととなり白紙状態ではあ
るが、できるだけ早く完成させるため予
算を提案した。

ちっとくわしゅううも

もうちっと
くわし うゅ

焼却灰保管庫（芦辺町住吉後触）

本年度建設予定であった海沿いの埋立地（勝本町湯本）

5ページ参照
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6月議会で決めたこと  議案と審議結果一覧表
区 分 議　　　　　案　　　　　内　　　　　容 付託委員会 本会議採決

議案１ 国民健康保険税条例の一部改正についての専決処分 6.17 全員一致 承認

議案２ 22年度一般会計補正予算（第７号）についての専決処分 6.17 賛成多数 承認

議案３ 22年度介護保険事業特別会計補正予算（第４号）についての専決処分 6.17 全員一致 承認

議案４ 22年度簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）についての専決処分 6.17 全員一致 承認

議案５ 22年度下水道事業特別会計補正予算（第５号）についての専決処分 6.17 全員一致 承認

議案６ 22年度三島航路事業特別会計補正予算（第３号）についての専決処分 6.17 全員一致 承認

議案７ 22年度壱岐市一般会計予算の繰越 6.17 報告

議案８ 22年度簡易水道事業特別会計予算の繰越 6.17 報告

議案９ 22年度特別養護老人ホーム事業特別会計予算の繰越 6.17 報告

議案10 22年度水道事業会計予算の繰越 6.17 報告

議案11 23年度一般会計補正予算（第１号）についての専決処分 6.17 全員一致 承認

議案12 23年度一般会計補正予算（第２号）についての専決処分 6.17 全員一致 承認

議案13 23年度壱岐市一般会計補正予算（第３号） 予算特別 6.27 賛成多数 可決

議案14 23年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）　追加議案 6.27 全員一致 可決

議案15 23年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 厚生 6.27 全員一致 可決

議案16 23年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 産業建設 6.27 全員一致 可決

議案17 23年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 産業建設 6.27 全員一致 可決

議案18 23年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号） 厚生 6.27 全員反対 否決

議案19 県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少 総務文教 6.27 全員一致 可決

議案20 市長等の給与の特例に関する条例の一部改正 総務文教 6.27 全員反対 否決

議案21 市税条例の一部改正 総務文教 6.27 全員一致 可決

議案22 市民病院及びかたばる病院診療費、使用料及び手数料徴収条例の一部改正 厚生 6.27 全員一致 可決

議案23 学校給食センター等設置条例の制定 総務文教 6.27 全員一致 可決

議案24 あらたに生じた土地の確認及び字の区域変更 産業建設 6.27 全員一致 可決

議案25 あらたに生じた土地の確認及び字の区域変更 産業建設 6.27 全員一致 可決

議案26 八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の締結 産業建設 6.27 全員一致 可決

議案27 学校給食センター機械及び排水設備工事請負契約の変更 総務文教 6.27 全員一致 可決

議案28 へき地診療所条例の制定 厚生 6.27 全員一致 可決

議案29 人権擁護委員候補者の推薦　「勝本町 田口チズ子さんを再選」 6.27 全員一致 了承

議案30 人権擁護委員候補者の推薦　「石田町 野本　肇さんを再選」 6.27 全員一致 了承

議員発議１ 指定外来種等による生態系等に係る被害の防止に関する条例の制定 産業建設 6.27 継続審査

議員発議２ 壱岐市議会委員会条例の一部改正について 6.27 全員一致 可決

請願１ 壱岐市特別養護老人ホーム建設予定地に関する請願 厚生 6.27 反対多数 不採択

陳情１ 安心でおいしい主食を保育所の３歳児・４歳児・５歳児に提供することに関
する陳情 厚生 6.27 全員反対 不採択

H21請願１号 壱岐市民病院に関する請願 厚生 6.27 反対多数 不採択

専決処分とは、
議会で決定しな
ければならない
事柄を市長が先
に処理して、後
で議会の承認を
得ること。

繰越明許費計算書とは、
年度内で使えなかった
予算を、きちんと精査し
て次年度に繰り越すた
めの計算書を作り、議会
に報告するもの。
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予算
特別委員会予予予算算算予
特特特特特算 別別別別特特 委委委委委員員員委委 会会会員予算
特別委員会

総務
文教常任委員会総総総総務務総

文文文務務 教教教教文 常常常常教 任任任任常 委委委任 員員委委 会会会会員総務
文教常任委員会

定
例
会
付
託
議
案

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
３
号
、
第
４

号
の
審
査
を
行
っ
た
。

※
補
正
予
算
第
３
号
・
可

決　
　

漁
港
管
理
費
の
公
有
財

産
購
入
費
に
は
、
私
有
地

を
通
行
し
な
け
れ
ば
船
舶

係
留
が
で
き
な
い
状
況
に

つ
い
て
、

•
私
有
地
を
通
行
し
な
い

で
係
船
施
設
の
移
設
を
求

め
る
意
見
や
、
経
費
が
多

額
と
な
っ
て
も
係
船
施
設

定
例
会
付
託
議
案

　

議
案
５
件
の
付
託
を
受

け
、
審
査
の
結
果
、
４
議

案
を
可
決
、
１
議
案
を
否

決
と
し
た
。

※
市
長
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
・
否
決

〈
否
決
理
由
〉

　

市
長
が
行
政
責
任
を
明

確
に
す
る
た
め
の
措
置
を

と
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
が
、
管
理
責
任
者
や

使
用
者
等
の
責
任
の
割
合

も
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る

委員会レポート

を
土
地
購
入
に
よ
ら
な
い
方

法
で
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
。

•
今
後
の
市
の
事
業
推
進
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
ず
、
行
政
と
し
て

筋
が
通
ら
な
い
も
の
を
購
入

す
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
。

•
長
年
現
地
を
使
用
し
て
い

る
地
元
公
民
館
や
船
主
会
か

ら
、
市
に
対
し
て
幾
度
の
陳

情
書
の
提
出
が
な
さ
れ
て
い

る
事
等
を
重
く
受
け
止
め
る

べ
き
で
あ
る
。

な
ど
賛
否
の
意
見
が
出
さ
れ

た
が
、
賛
成

多
数
で
可
決

と
し
た
。

※
補
正
予
算

第
４
号
・
可

決
　

本
来
、
補

正
予
算
第
３

号
に
計
上
す

べ
き
も
の
が

追
加
提
案
さ

れ
た
。
情
報

通
信
基
盤
整

と
考
え
る
。

　

ま
た
、

事
件
後
に

と
ら
れ
た

関
連
す
る

庁
舎
使
用

の
対
応
に

も
問
題
点

が
見
受
け

ら
れ
、
そ

れ
ら
の
対

応
を
適
正

に
ま
ず
は

行
う
べ
き

で
あ
り
、

安
易
に
市

長
の
減
給
の
み
で
処
理
す
べ

き
で
は
な
い
と
判
断
し
否
決

と
し
た
。

※
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
工

事
請
負
契
約
の
変
更
・
可
決

　

こ
の
変
更
は
施
設
整
備
の

当
初
か
ら
予
測
で
き
な
い
こ

と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
件
に
限
ら
ず
、
こ

う
い
っ
た
工
事
契
約
の
変
更

の
議
案
が
少
な
か
ら
ず
提
出

委 員 長：市山　　繁
副委員長：音嶋　正吾

委員：全議員
　　　(議長・オブザーバー )

委 員 長：町田　光浩
副委員長：市山　和幸

委員：市山　　繁、中田　恭一
　　　深見　義輝、音嶋　正吾

備
事
業（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
）の
２
千
530
万
円

の
追
加
補
正
で
あ
る
。

　

事
業
事
務
処
理
の
精
度

を
高
め
、
職
員
の
ガ
バ
ナ

ン
ス（
統
治
）
に
関
す
る

厳
し
い
意
見
が
議
員
か
ら

出
さ
れ
、
住
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
厳
し
く
求
め
た

上
で
可
決
と
し
た
。

さ
れ
る
こ
と
が
起
き
て
い

る
。
今
後
は
是
非
こ
う
い

う
変
更
が
な
い
よ
う
に
、

当
初
か
ら
予
測
で
き
る
も

の
は
き
ち
ん
と
設
計
者
、

そ
し
て
施
工
者
と
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
て
施
工
に
当

た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

渡良東触の板浦船だまり

　完成間近の給食センター（勝本町亀石）
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②
タ
イ
ワ
ン
リ
ス　

平
成
14

年
〜
22
年
度
ま
で
39
千
尾
。

今
後
も
国
の「
特
定
外
来
種

に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被

害
防
止
に
関
す
る
法
律
」第

11
条
に
基
づ
き
、
平
成
23
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
３

月
31
日
ま
で
防
除
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

③
イ
ノ
シ
シ 

昨
年
の
上
陸

情
報
後
、
個
体
の
確
認
に
至

っ
て
い
な
い
。

④
シ
カ　

勝
本
町
若
宮
島
に

生
息
し
、
繁

殖
・
増
加
し

た
た
め
今
年

度
に
捕
獲
・

駆
除
予
定
。

　

さ
ら
な
る

調
査
研
究
が

必
要
な
た
め

継
続
審
査
と

す
る
。

【
現
地
踏
査
】

（
国
民
宿
舎

壱
岐
島
荘
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

計
画
）

　

壱
岐
島
荘

の
宿
泊
利
用

は
７
月
23
日

ま
で
、
入
湯
利
用
は
７
月

末
を
も
っ
て
休
館
。
そ
の

後
、
１
年
ほ
ど
か
け
て
改

修
さ
れ
、
来
年
秋
ご
ろ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予

定
。
主
な
計
画
と
し
て
は
、

建
物
の
耐
震
化
と
浴
場
は

家
族
風
呂
に
加
え
、
眺
望

大
浴
場
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
配
備
し
、
高
齢
者
な
ど

に
配
慮
し
た
施
設
に
生
ま

れ
変
わ
る
。

定
例
会
付
託
議
案

　

議
案
５
件
、
発
議
１
件

の
付
託
を
受
け
、
採
決
の

結
果
、
全
議
案
可
決
、
発

議
に
つ
い
て
は
、
継
続
審

査
と
し
た
。

※
議
員
発
議　

指
定
外
来

種
等
に
よ
る
生
態
系
等
に

係
る
被
害
の
防
止
に
関
す

る
条
例
制
定
・
継
続
審
査

　

カ
ラ
ス
、
リ
ス
な
ど
の

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
は
、
平
成
22
年

度
は
約
700
万
円
。

（
駆
除
実
績
）

①
カ
ラ
ス　

平
成
16
年
〜

22
年
度
ま
で
19
千
羽
。

厚生
常任委員会厚厚厚生生生厚厚
常常常常常任任任任常 委委委委委任 員員員委委 会会会員厚生
常任委員会定

例
会
付
託
議
案

　

議
案
４
件
と
請
願
１
件
、

陳
情
１
件
の
付
託
を
受
け
、

議
案
1
件
を
否
決
、
請

願
・
陳
情
そ
れ
ぞ
れ
不
採

択
と
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
12
月

議
会
で
付
託
さ
れ
て
い
た
請

願
を
継
続
審
査
と
し
て
き

た
が
、今
回
不
採
択
と
し
た
。

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特

別
会
計
補
正
予
算
・
否
決

〈
否
決
理
由
〉

　

特
養
ホ
ー
ム
新
築
用
地

の
地
質
調
査
等
、
建
設
事

業
費
と
し
て
７
千
700
万
円

が
計
上
さ
れ
た
。
特
養
ホ

ー
ム
の
移
転
新
築
が
急
が

れ
る
理
由
と
し
て
、
施
設

内
部
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
事

が
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
簡

易
方
式
の
現
施
設
で
の
対
応

で
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
建

設
場
所
が
確
定
し
て
い
な
い

段
階
で
の
予
算
は
認
め
る
事

は
で
き
な
い
と
し
て
否
決
。

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建

設
予
定
地
に
関
す
る
請
願
・

否
決

〈
否
決
理
由
〉

　

鯨
伏
地
区
の
住
民
代
表
か

ら
提
出
さ
れ
た
、「
旧
ヨ
ー
ガ

の
里
」へ
の
建
設
は
費
用
面
等

か
ら
認
め
る
事
は
困
難
で
あ

る
た
め
不
採
択

と
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で

の
特
養
の
建

設
・
維
持
に
つ

い
て
は
地
元
の

多
大
な
る
協

力
が
あ
っ
て
の

も
の
で
あ
る
。

市
側
も
同
地

区
内
の
別
の
候

補
地
を
あ
げ
て

交
渉
す
る
予

定
の
た
め
、
今

後
も
鯨
伏
地

区
の
皆
様
に
は

ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

委 員 長：町田　正一
副委員長：今西　菊乃

委員：小金丸益明、榊原　　伸
　　　中村出征雄、豊坂　敏文

※
安
心
で
お
い
し
い
主
食

を
保
育
所
の
３
歳
４
歳
５

歳
児
に
提
供
す
る
陳
情
・

不
採
択

〈
不
採
択
理
由
〉

　

国
の
方
針
が
幼
保
一
元

化
に
向
け
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
現
時
点
で
は

採
択
で
き
な
い
と
判
断
し

た
。

※
市
民
病
院
に
関
す
る
請

願
・
不
採
択

〈
不
採
択
理
由
〉

　

経
営
形
態
に
つ
い
て
市

側
も
現
在
検
討
中
で
あ
る

事
か
ら
不
採
択
と
し
た
。

産業
建設常任委員会

②年今害月う③情④

産産産産業業業産

建建建業業 設設設設建建 常常常常設 任任任任常 委委委任 員員委委 会会会会員産業
建設常任委員会

委 員 長：鵜瀬　和博
副委員長：久間　　進

委員：瀬戸口和幸、大久保洪昭
　　　田原　輝男、呼子　　好
　　　久保田恒憲

特養ホーム建設候補地として要望のある 旧 ヨーガの里

８月から休館し改修工事がはじまる国民宿舎・壱岐島荘
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一 般 質 問一 般 質 問
呼
子　
　

好 

議
員

Q 

大
丈
夫
か
玄
海
原
発

①
安
全
対
策
の
確
保
情
報
の

提
供
、
住
民
説
明
会
の
開
催

を
。

②
市
民
の
不
安
払
拭
、
安
全

の
観
点
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
観
察
記
録
）の
設
置
。

③
避
難
指
示
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
災
害
予

測
地
図
）の
作
成
は
。

④
大
災
害
時
の
非
常
用
食
品
、

生
活
用
品
の
毛
布
等
備
蓄
、

保
管
の
状
況
は
。

A 

強
く
要
望
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
十
分
な
説
明
責
任
及
び
対

策
を
果
た
す
べ
き
と
強
く
申

し
出
て
い
る
。

②
九
州
電
力
に
対
し
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
設
置
を
要
望
し
た
。

③
Ｅ
Ｐ
Ｚ（
緊
急
時
計
画
区

域
）
拡
大
の
働
き
か
け
、
市

防
災
対
策
会
議
の
設
置
、
非

難
、
収
容
体
制
の
整
備
を
優

先
し
て
行
う
。

④
市
独
自
で
の
備
蓄
は
し
て

い
な
い
。

Q  

特
養
ホ
ー
ム
建
設
地

の
見
直
し

①
壱
岐
市
福
祉
施
設
検
討
委

員
会
の
答
申
地
の
反
対
理
由
。

②
市
長
は
増
床
・
施

設
の
分
散
化
を
検
討

す
べ
き
と
の
考
え
で

あ
る
が
、
増
床
数
と

入
所
待
機
者
の
数
は
。

A  
分
散
化
を
検

討

 

市
長

①
旧
ヨ
ー
ガ
の
里
跡

地
に
特
養
ホ
ー
ム
建

設
を
反
対
す
る
決
議
文
が
地

元
公
民
館
よ
り
提
出
さ
れ
、

騒
音
・
排
水
・
取
付
道
路
整

備
、
現
在
地
周
辺
で
の
建
設

を
要
望
さ
れ
た
。

②
県
の
参
酌
基
準（
介
護
施

設
等
の
総
量
規
制
）撤
廃
で

増
床
が
可
能
に
な
っ
た
。
特

養
ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
は
、

市
施
設
に
50
人
、
民
間
に
80

人
で
あ
る
。

Q 

次
期
市
長
選
出
馬
は

①
来
年
４
月
の
市
長
選
へ
の

立
候
補
に
つ
い
て
、
再
選
を

目
指
し
て
立
候
補
の
決
意
は
。

②
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証
で
、

私
は
必
ず
や
り
ま
す
、
改
革

断
行
の
市
民
病
院
改
革
、
税

金
の
無
駄
遣
い
、
し
尿
処
理

計
画
見
直
し
の
実
績
は
。

A 

立
候
補
表
明

 
市
長

①
引
き
続
き
本
市
発
展
と
、

市
民
皆
様
の
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
市
政
を
任
せ
て
頂
き

た
い
。

②
市
民
病
院
改
革
に
は
ほ
ど

遠
い
。
無
駄
遣
い
ス
ト
ッ
プ

で
予
算
の
一
割
圧
縮
。
19
施

設
を
指
定
管
理
者
に
指
定
。

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

玄
海
原
発
の
安
全
性

①
市
長
の
関
係
機
関
へ
の
安

全
対
策
強
化
に
対
す
る
働
き

か
け
に
つ
い
て
の
見
解
を
。

②
玄
海
原
発
が
可
視
出
来
る

本
市
に
対
す
る
、
国
、
九
州

電
力
の
対
応
に
つ
い
て
の
見

解
と
、
市
民
へ
の
説
明
責
任

に
つ
い
て
の
取
組
み
は
。

③
原
発
立
地
自
治
体
に
は
莫

大
な
原
発
立
地
地
域
交
付
金

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

現
実
を
ど
う
考
え
る
か
。

A 
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

　

 

市
長

①
国
、
県
、
九
電
に
対
し
て

Ｅ
Ｐ
Ｚ
の
現
行
基
準
を
10
㎞

か
ら
30
㎞
圏
内
に
拡
大
す
る

よ
う
佐
賀
県
、
福
岡
県
、
関

係
自
治
体
と
連
携
し
て
求
め

て
い
く
。

②
原
発
稼
働
に
対
し
て
異
議

申
し
立
て
出
来
な
い
も
ど
か

し
さ
が
あ
る
。
福
島
原
発
の

惨
状
を
直
視
し
て
、

引
き
続
き
関
係
機

関
に
要
望
す
る
。

③
原
発
立
地
地
域

交
付
金
は「
麻
薬

で
あ
る
」と
の
指

摘
で
あ
る
が
、
仮

に
本
市
が
原
発
の

候
補
地
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
市
民

の
命
、
財
産
と
引

き
換
え
に
、
財
源

を
受
け
入
れ
る
事

は
出
来
な
い
と
考

え
て
い
る
。

Q  
安
全
安
心
な
島
づ
く
り

①
本
市
は
離
島
で
あ
り
甚
大

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

孤
立
状
態
に
陥
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
防
災
計
画
の
具

体
像
に
つ
い
て
の
見
解
を
。

②
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

統
合
し
た
中
学
校
に
太
陽
光

発
電
施
設
の
設
置
を
検
討
し

て
は
い
か
が
か
。

③
循
環
型
島
づ
く
り
宣
言
の

一
環
と
し
て
の
、
戦
略
的
取

組
み
に
つ
い
て
の
見
解
を
。

A 
環
境
教
育
検
討
す
る

 

市
長

①
今
後
の
防
災
計
画
策
定
で

十
分
考
慮
し
た
い
。

 

教
育
長

②
施
設
の
耐
震
化
を
最
優
先

に
取
組
み
、
環
境
教
育
の
必

要
性
の
観
点
か
ら
国
の
補
助

事
業
等
考
慮
し
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。

 

市
長

③
地
球
温
暖
化
等
々
に
よ
る
、

激
甚
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

の
で
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
施
策
推
進
の
必
要
性
を
痛

感
す
る
。

　

環
境
教
育
の
推
進
は
、
喫

緊
の
課
題
と
位
置
付
け
て
い

る
。

玄海原子力発電所（佐賀県）　写真：九州電力提供　

九州電力による玄海原発説明会（６月24日市議会議場）
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一 般 質 問

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

市
の
節
電
対
策
は

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原

発
事
故
で
節
電
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
中
、
壱
岐
市

の
節
電
対
策
を
問
う
。

A 

市
民
に
周
知
を
図
る

 

市
長

　

省
エ
ネ
・
節
電
は
、
広
報

等
を
通
じ
て
市
民
に
協
力
の

要
請
を
し
て
い
る
。
市
も
職

員
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
、
昼
休
み

の
消
灯
、
芦
辺
支
所
は
ゴ
ー

ヤ
に
よ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
を

実
施
し
て
い
る
。

Q 
支
援
活
動
報
告
会
の

検
証

　

復
興
支
援
活
動
の
報
告
会

へ
の
出
席
が
少
な
か
っ
た
が
、

そ
の
理
由
を
尋
ね
る
。

A  

集
客
の
難
し
さ
痛
感

　

市
長
・
教
育
長

　

防
災
無
線
や
告
知
機
で
放

送
し
た
が
、

周
知
期
間
も

短
く
、
人
集

め
の
難
し
さ

を
痛
感
し
た
。

今
回
の
教
訓

を
参
考
に
真

剣
に
取
り
組

む
。Q  

公
園
の

活
用
を

　

原
の
辻
一

支
国
王
都
復

元
公
園
は
、

開
放
さ
れ
た

公
園
と
し
て
市
民
に
理
解
さ

れ
て
い
な
い
。
利
用
・
活
用

増
進
策
を
尋
ね
る
。

A 

許
可
な
く
入
園
可
能

 

教
育
長

　

公
民
館
の
回
覧
等
で
周
知
。

　

一
支
国
の
ク
ニ
の
ま
つ
り
、

タ
ミ
の
マ
ツ
リ
や
一
般
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
大
き
く
３
つ
に

分
け
て
実
施
し
て
お
り
、
よ

り
よ
い
遺
跡
公
園
を
目
指
し

ま
す
。

Q 

人
気
あ
る
テ
レ
ビ

制
作
を

　

同
じ
番
組
の
繰
り
返
し
が

多
く
面
白
く
な
い
。
取
材
ス

タ
ッ
フ
が
少
な
い
の
で
他
の

テ
レ
ビ
取
材
者
と
の
協
力
・

連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
等

の
不
満
と
不
安
の
声
が
寄
せ

ら
れ
る
。
早
急
に
解
決
策
を
。

A  

市
民
参
加
の
テ
レ
ビ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

６
月
か
ら
番
組
構
成
を
大

幅
に
改
め
、
一
週
間
か
ら
３

日
の
番
組
編
成
に
す
る
。
島

内
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
が
参
加

す
る
番
組
を
制
作
し
て
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
放
送
局
を
目

指
す
。

「許可無く自由に入園できます。」一支国王都復元公園

榊
原　
　

伸 

議
員

Q 

病
院
を
無
く
す
な

　

現
在
の
ま
ま
で
は
病
院
経

営
は
危
う
い
。

①
医
局
、
事
務
方
、
看
護
師

を
含
め
た
現
場
と
の
協
議
を

も
っ
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
本
市
出
身
の
奨
学
生
医
師

が
、
旧
公
立
病
院
の
時
代
か

ら
壱
岐
に
残
っ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

③
副
市
長
が
病
院
部
長
を
兼

務
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
仕

事
も
激
務
と
聞
い
て
い
る
が

機
能
し
て
い
る
の
か
。

A 

協
議
不
足
認
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
医
局
等
と
の
話
し
合
い
が

不
足
し
て
い
た
と
思
う
。
今

後
は
素
直
に
話
し
合
い
を
し

て
い
く
。

②
待
遇
だ
け
の
問
題
で
な
く
、

医
療
技
術
の
取
得
の
環
境
問

題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

③
病
院
事
業
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
職
責

を
充
分

果
た
し

て
い
る

と
思
う
。

Q 

ど
こ
へ
行
く
特
養
ホ
ー
ム

　

計
画
を
進
め
た
埋
立
地
は

設
計
も
で
き
て
い
る
。
地
震

に
よ
る
液
状
化
対
策
だ
け
で

あ
る
な
ら
、
今
定
例
会
に
計

上
さ
れ
た
７
千
万
円
の
予
算

が
あ
れ
ば
実
行
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

A 
白
紙
に
も
ど
す

 

市
長

　

今
、
計
画
し
て
い
る
場
所

は
白
紙
と
し
て
、
増
床
・
分

散
も
視
野
に
入
れ
て
計
画
を

進
め
た
い
。

Q 

も
っ
と
有
効
活
用
を

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停

は
、
場
所
に
よ
っ
て
は
子
ど

も
た
ち
が
雨
に
濡
れ
て
い
る
。

見
て
い
て
忍
び
な
い
が
対
策

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
中

体
連
・
遠
足
な
ど
に
も
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
有
効
活
用
は
で

き
な
い
の
か
。

A 
時
間
を
か
け
て
検
証

 

教
育
長

　

こ
の
一
年
間
で
、
中
学
校

統
廃
合
の
検
証
を
す
る
。
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
中
体
連
は

認
め
て
い
る
が
そ
の
他
は
認

め
て
い
な
い
。

スクールバス運行の様子
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一 般 質 問

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を

　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

推
進
事
業
、
消
防
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
に
伴
い
、

地
域
防
災
計
画
の
再
点
検
、

見
直
し
を
す
べ
き
。

①
平
成
22
年
６
月
の
一
般
質

問
後
の
進
捗
状
況
は
。

②
火
災
現
場
や
水
源
、
避
難

所
な
ど
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

と
連
動
し
た
防
災
メ
ー
ル
に
。

③
原
子
力
防
災
対
策
を
。

④
自
然
災
害
対
策
強
化
を
。

⑤
避
難
場
所
再
選
定
に
地
域

審
議
会
の
活
用
と
意
見
等
反

映
を
。

⑥
地
震
に
よ
る
埋
立
地
の
液

状
化
調
査
並
び
対
策
を
。

⑦
公
共
・
観
光
施
設
へ
フ
リ

ー
ス
ポ
ッ
ト
の
早
期
設
置
と

多
面
的
活
用
に
向
け
た
官
民

若
手
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
の
結
成
を
。

⑧
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を
活

用
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
を
。

⑨
見
直
し
後
の
防
災
計
画
の

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

⑩
近
隣
市
と
の
災
害
姉
妹
都

市
締
結
を
。

A 

防
災
計
画
を
見
直
す

 

市
長

①
Ｆ
Ｍ
告
知
放
送
の
活
用
な

ど
新
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
て

迅
速
な
情
報
伝
達
を
図
り
、

危
機
回
避
に
つ
な
げ
た
い
。

各
職
員
の
配
置
と
任
務
を
全

職
員
に
周
知
し
て
い
る
。

②
今
後
、
研
究
す
る
。

③
Ｅ
Ｐ
Ｚ
拡
大
も
含
め
関
係

自
治
体
と
連
携
を
図
り
、
九

州
電
力
に
対
し
て
情
報
提
供
、

説
明
責
任
を
強
く
要
望
す
る
。

④
防
災
危
険
箇
所
、
避
難
場

所
の
見
直
し
を
本
年
度
早
期

に
行
い
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
等
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
確
実
な
情
報
伝
達
を
図
る
。

⑤
海
岸
地
域
の
自
治
会
や
小

学
校
単
位
の
意
見
集
約
を
行

い
、
反
映
す
る
。

⑥
国
の
方
針
等
十
分
踏
ま
え

た
上
で
対
応
を
考
え
た
い
。

⑦
各
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
４
庁
舎
、

壱
岐
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
に
設

置
す
る
た
め
９
月
議
会
に
提

案
し
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
す
る
。

⑧
11
月
13
日
に
実
施
す
る
。

⑨
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど

様
々
な
方
法
で
周
知
を
図
る
。

⑩
県
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
、応
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

特
養
ホ
ー
ム
建
設

見
直
し 

①
特
養
ホ
ー
ム
建
設
は
設
計

か
ら
見
直
し
と
な
り
完
成
は

い
つ
か
。

②
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
と
年

間
入
所
者
数
は
。

③
特
養
の
分
散
と
増
床
は
ど

の
様
な
考
え
か
。

 
 

A 

再
考
中

 

市
長

①
今
年
の
８
月
か
ら
９
月
に

候
補
地
を
決
定
し
、
24
年
度

当
初
着
工
、
24
年
度
内
完
成

を
目
指
す
。

②
入
所
待
機
者
数
は
、
６
月

14
日
現
在
55
名
、
年
間
入
居

者
数
は
22
年
度
で
33
名
。

　

今
年
度
は
現
時
点
で
は
11

名
。

③
建
設
カ
所
数
に
関
し
て
は

２
カ
所
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

増
床
に
つ
い
て
は
23
年
度
が

介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直

し
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
、

増
床
を
研
究
し
た
い
。

Q 

精
神
科
病
棟
閉
鎖

①
精
神
科
常
勤
医
の
確
保
に

努
力
さ
れ
る
と
思
う
が
、将
来

的
な
精
神
科
病
床
の
復
活
は
。

②
島
内
の
透
析
患
者
は
増
加

傾
向
で
、
島
外
で
の
治
療
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
精

神
科
閉
鎖
に
伴
い
透
析
病

床
の
増
加
は
で
き
な
い
か
。

A 
先
ず
は
常
勤
医
の
確
保

 

市
長

①
精
神
科
病
床
の
48
床
は

療
養
型
病
床
に
転
用
し
た

い
。

　

残
り
の
22
床
は
精
神
科

の
医
師
招
聘
が
出
来
次
第

復
活
し
た
い
。

②
常
勤
医
師
の
確
保
が
無
理

で
あ
り
、
４
階
の
精
神
病
床

へ
の
透
析
病
床
増
床
は
困
難

で
あ
る
。

Q 

か
た
ば
る
病
院
の

方
向
性

　

特
養
ホ
ー
ム
を
分
散
化
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
か
た
ば
る

病
院
を
特
養
ホ
ー
ム
に
利
用

し
、
建
設
費
の
削
減
を
。

A 

結
論
を
留
保
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

現
時
点
で
結
論
を
申
し
上

げ
る
こ
と
を
差
し
控
え
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

Q 

石
田
町
自
給
肥
料
供
給

セ
ン
タ
ー
存
続

　

石
田
町
公
民
館
連
合
会
の

館
長
等
か
ら
存
続
要
請
が
出

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
応
は
。

A 

存
続
は
出
来
な
い

 

市
長

　

原
料
確
保
の
問
題
、
原
料

受
け
入
れ
槽
の
改
修
、
生
ご

み
を
破
砕
す
る
前
処
理
施
設

の
建
設
に
多
額
の
費
用
を
要

す
る
の
で
、
廃
止
の
決
定
を

し
た
。

全国瞬時警報システムのしくみ

精神科病棟 デイルーム
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一 般 質 問

今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

高
齢
者
の
災
害
時
避
難

①
想
定
外
の
災
害
が
あ
る
と

認
識
し
、
避
難
時
持
ち
出
し

品
の
準
備
は
必
ず
必
要
で
あ

る
。
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
指

導
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

②
地
域
で
の
避
難
援
助
が
必

要
と
な
る
独
居
・
老
夫
婦
の

高
齢
世
帯
の
確
認
、
避
難
方

法
は
取
れ
て
い
る
の
か
。
災

害
時
要
支
援
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

か
。
避
難
訓
練
の
必
要
は
。

A 

来
年
３
月
完
成
す
る

 

市
長

①
広
報「
い
き
」
６
月
号
や

平
成
19
年
６
月
に
は「
我
が

家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を

全
戸
に
配
布
済
。
ま
た
、
高

齢
者
対
象
に
市
及
び
消
防
署

員
が
防
災
対
策
等
の
説
明
会

を
実
施
し
て
い
る
。

②
現
在
、
要
支
援
者
の
リ
ス

ト
は
作
成
し
て
い
る
が
、
個

人
情
報
の
取
扱
い
も
含
め
今

後
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
を
図
り
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
来
年

３
月
末
ま
で
に
完
成
さ
せ
た

い
。
ま
た
、
避
難
訓
練
は
、

消
防
団
、
自
治
会
な

ど
地
域
と
の
連
携
が

大
事
で
あ
り
、
支
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
組
入

れ
た
い
。

Q  
高
齢
者
の
交
通

対
策

　

定
期
バ
ス
の
時
間

帯
が
高
齢
者
に
即
し

な
い
地
域
も
あ
る
。

利
用
率
の
低
い
定
期

バ
ス
を
減
ら
し
、
福

祉
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
を
。

A  

運
行
す
る
環
境
に
な
い

　

市
長

　

現
在
、
高
齢
者
の
生
活
用

品
等
買
い
出
し
支
援
と
し
て

介
護
認
定
者
に
は
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
認
定
外
の

65
歳
以
上
の
方
に
は
軽
度
生

活
援
助
事
業
を
提
供
、
75
歳

以
上
の
方
に
は
定
期
バ
ス
の

ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
。
今
の
状
況
で

は
定
期
バ
ス
を
減
便
し
て
ま

で
本
市
が
単
独
で
バ
ス
を
運

行
す
る
環
境
に
は
な
い
。

Q 
福
祉
活
動
で
地
域
お
こ
し

　

高
齢
社
会
と
な
っ
た
今
、

自
治
会
で
福
祉
活
動
に
よ
る

地
域
お
こ
し
を
行
政
指
導
の

も
と
で
行
う
べ
き
で
は
。

A 

地
域
と
共
に
手
を

取
り
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

地
域
力
の
低
下
を
認
識
。

生
活
弱
者
の
把
握
の
た
め
福

祉
活
動
の
取
り
組
み
の
強
化

を
図
る
よ
う
自
治
公
民
館
へ

お
願
い
し
、
地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

定期バス利用で通院

市
山　
　

繁 

議
員

Q 

市
民
病
院
と
か
た

ば
る
病
院
の
方
向

性
①
市
民
病
院
の
役
割
と
経
営

形
態
は
市
民
の
医
療
を
守
る

重
要
な
事
。
方
向
性
を
市
長

は
決
断
す
べ
き
。

②
市
内
に
２
つ
の
病
院
経
営

は
無
理
。
機
能
統
合
す
べ
き

で
は
。

③
精
神
科
医
師
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
70
床
が
空
室
と
な

る
。
か
た
ば
る
病
院
の
療
養

病
床
の
48
床
を
空
室
に
有
効

利
用
さ
れ
て
は
。
残
り
の
20

床
は
人
工
透
析
に
活
用
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
精
神
科
外

来
診
療
の
継
続
は
可
能
な
の

か
。A 

見
直
し
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
独
立
行
政
法
人
化
を
目
指

し
て
き
た
が
、
理
事
長
の
派

遣
が
絶
望
的
な
状
況
で
は
そ

の
方
向
性
を
見

直
さ
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

②
２
つ
の
病
院

を
運
営
す
る
の

は
困
難
で
あ
る

の
で
、
市
民
病

院
へ
機
能
統
合

す
る
必
要
が
あ

る
。

③
精
神
科
病
棟

を
療
養
型
病
床

48
床
に
転
院
を

す
る
形
で
か
た

ば
る
病
院
と
の
機
能
統
合
を

考
え
た
場
合
、
残
り
22
床
は

精
神
科
病
床
復
活
の
た
め
の

病
床
と
し
て
確
保
す
る
。
精

神
科
は
派
遣
医
で
外
来
は
看

る
こ
と
が
出
来
る
。

Q 

消
防
団
員
の
処
遇

　

５
月
１
日
壱
岐
市
消
防
団

第
３
期
結
団
式
が
行
わ
れ
た

が
、
団
員
の
定
数
及
び
報
酬

出
動
手
当
等
の
改
正
は
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
。

　

消
防
団
の
存
在
は
地
域
住

民
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
。

行
方
不
明
者
の
捜
索
等
、
危

険
な
作
業
も
多
い
が
、
出
動

手
当
が
非
常
に
少
額
で
あ
る
。

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

A 
研
究
を
し
て
い
く

 

市
長

　

消
防
団
員
の
定
数
等
は
、

合
併
調
整
会
議
に
お
い
て
調

整
さ
れ
た
条
例
を
基
準
に
、

平
成
16
年
３
月
１
日
よ
り
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

出
動
手
当
は
、
年
俸
と
の

関
係
も
あ
る
の
で
研
究
を
し

て
い
く
。

７月３日　消防団員の現地教養訓練
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一 般 質 問

深
見　

義
輝 

議
員

Q 

将
来
的
な
行
財
政
改
革

　

平
成
22
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た「
壱
岐
市
行
財
政
改
革

実
施
計
画（
集
中
改
革
プ
ラ

ン
）
が
、
平
成
23
年
度
ま
で

の
市
長
の
在
任
期
間
に
お
け

る
取
り
組
み
で
改
訂
さ
れ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
最

終
年
度
の
取
り
組
み
、
及
び

今
後
の
課
題
は
。

①
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

②
公
共
施
設
の
適
切
な
設
置

運
営

③
組
織
機
構
の
整
備

④
人
事
シ
ス
テ
ム
の
確
立

⑤
補
助
金
等
の
整
備
合
理
化

⑥
今
後
の
課
題

A  
財
政
健
全
化

 

市
長

①
政
策
評
価
の
結
果
に
基
づ

き
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

②
現
在
19
施
設
を
指
定
管
理

に
し
て
い
る
。

幼
保
連
携
に

つ
い
て
も
推

進
・
研
究
を

し
て
い
る
。

③
本
年
度
か

ら
部
制
を
開

始
し
、
状
況

を
見
な
が
ら

さ
ら
に
見
直

し
て
い
く
。

④
定
員
適
正

化
に
つ
い
て

現
時
点
で
92

人
の
減
員
で
、

今
後
も
見
直
し
て
い
く
。

⑤
収
支
状
況
を
精
査
し
て
適

正
化
に
努
め
る
。

⑥
交
付
税
の
合
併
算
定
終
了

に
よ
る
減
額
に
対
応
し
て
、

公
債
費
の
繰
上
償
還
実
施
等
、

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
。

Q 

魅
力
あ
る
島
づ
く
り

①
豊
か
な
自
然
環
境
を
引
き

出
し
、
未
だ
表
に
出
な
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
調
査
し
歴
史

と
自
然
を
い
か
し
た
観
光
の

ブ
ラ
ン
ド
化
で
観
光
立
島
に
。

②
豊
か
な
農
水
産
物
を
市
が

認
め
る
推
奨
品
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
し
、
消
費
者
に
認
め

て
も
ら
う
こ
と
で
農
水
産
業

の
高
揚
を
図
っ
て
は
。

A  

壱
岐
な
ら
で
は

 

市
長

①
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

埋
も
れ
た
地
域
資
源
を
掘
り

起
こ
し
、
壱
岐
な
ら
で
は
の

魅
力
あ
る
島
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

②
壱
岐
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
、
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
シ
ー
ル
作
成
や
販
売
ル
ー

ト
を
調
査
研
究
し
た
い
。

芦辺町女岳神社中腹にあるパワーストーン（特殊な力が宿る石）
壱岐名称図誌には「救い石稲荷」と記されている。

町
田　

正
一 

議
員

Q 

島
内
医
療
機
関
の

受
診
状
況

　

６
千
世
帯
、
１
万
２
千
名

が
加
入
す
る
国
保
基
金
の
減

少
が
、
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
原
因
を
知
る
上
で

も
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
て

ほ
し
い
。

A 

島
外
病
院
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

国
保
の
医
療
費
総
額
36
億

の
内
島
内
診
療
が
67
％
、
そ

の
中
で
市
民
病
院
は
14
％
。

島
外
病
院
の
受
診
率
は
件
数

で
は
10
％
で
あ
っ
て
も
医
療

費
は
33
％
に
な
っ
て
い
る
。

入
院
を
含
む
高
度
な
医
療
に

関
し
て
は
島
外
病
院
を
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

Q 

市
民
病
院
改
革
の

方
向
性

　

公
設
民
営
し
か
方
向
性
は

残
さ
れ
て
い
な
い
。

•
医
療
法
人
の
一
般
公
募

•
不
採
算
部
門
の

維
持

•
病
院
の
土
地
と

建
物
は
壱
岐
市
が

所
有
し
た
ま
ま
経

営
の
み
を
指
定
管

理
者
に
委
託

•
24
時
間
365
日
、

い
つ
で
も
救
急
患

者
を
受
け
入
れ
る

患
者
本
位
の
診
療

な
ど
の
項
目
を
最

低
限
の
条
件
で
方

向
性
は
打
ち
出
す
べ
き
。

A 

議
会
と
歩
み
を
共
に

 

市
長

　

民
間
に
売
却
す
る
よ
う
な

事
は
し
な
い
。
提
示
さ
れ
た

条
件
は
最
低
限
だ
と
考
え
る
。

早
急
に
病
院
・
職
員
組
合
・

議
会
と
の
協
議
に
入
り
た
い
。

Q 

看
護
師
の
給
料
表

改
訂

　

看
護
師
の
給
料
表
は
20
代

で
は
夜
勤
手
当
も
な
く
民
間

よ
り
は
る
か
に
低
い
。
若
い

看
護
師
の
応
募
者
が
少
な
く

定
着
し
な
い
。
見
直
す
べ
き
。

ま
た
、
特
養
ホ
ー
ム
等
臨
時

職
員
の
報
酬
改
訂
は
な
さ
れ

た
の
か
。

A 

組
合
と
交
渉
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

看
護
師
に
つ
い
て
は
標
準

職
務
表
を
見
直
す
と
い
う
事

で
組
合
に
提
示
し
て
い
る
。

　

特
養
ホ
ー
ム
の
長
期
臨
時

職
員
の
報
酬
改
定
は
、
21
年

度
か
ら
介
護
職
に
つ
い
て
は

勤
続
年
数
に
応
じ
て
２
年
経

過
ご
と
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

市民病院「改革の方向性は」
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一 般 質 問

小
金
丸
益
明 

議
員

Q 

学
校
施
設
の
耐
震
化

と
小
学
校
統
廃
合

　

学
校
施
設
の
耐
震
診
断
結

果
に
つ
い
て
は
、
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
履
行

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
事

実
に
基
づ
く
説
明
責
任
を
果

た
し
市
民
の
不
安
を
払
拭
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
特
に
学

校
現
場
へ
の
対
応
を
急
が
れ

た
い
。

①
耐
震
度
が
不
足
し
て
い
る

と
判
断
さ
れ
た
施
設
に
対
す

る
耐
震
化
計
画
を
示
さ
れ
た

い
。

②
二
十
校
中
、
十
校
の
小
学

校
で
複
式
学
級
が
存
在
し
、

老
朽
化
施
設
も
散
見
さ
れ
る
。

教
育
環
境
の
面
か
ら
も
看
過
、

放
置
す
べ
き
で
な
い
。
統
廃

合
を
見
据
え
た
効
率
的
な
耐

震
化
事
業
を
進
め
る
べ
き
で

あ
り
、
こ
の
機
を
好
機
と
捉

え
、
統
廃
合
に
つ
い
て
も
議

論
を
始
め
る
べ
き
。

③
廃
校
と
な
っ
た
と
は
い
え
、

地
域
の
避
難
指
定
場
所
と
な

っ
て
い
る
中
学

校
の
体
育
館

等
へ
の
対
応

と
、
他
の
公
共

施
設
の
耐
震

診
断
の
現
状

は
。A  

一
考
に

値
す
る

 

市
長

　

今
回
の
耐

震
診
断
、
震
度

７
の
地
震
を

想
定
し
た
診

断
内
容
の
公
表
等
に
つ
い
て

は
私
も
教
育
長
も
鈍
感
で
あ

っ
た
。

　

小
学
校
統
廃
合
を
検
討
し

な
が
ら
耐
震
化
事
業
を
進
め

る
事
は
貴
重
な
意
見
で
あ
り

一
考
に
値
す
る
。　

 

教
育
長

①
危
険
性
の
高
い
小
学
校
の

建
物
が
７
棟
、
中
学
校
が
同

じ
く
２
棟
。
そ
し
て
危
険
性

の
あ
る
小
学
校
の
建
物
が
12

棟
、
中
学
校
が
２
棟
。
こ
の

危
険
性
の
高
い
ほ
う
か
ら
平

成
27
年
度
ま
で
に
順
次
進
め

て
い
く
。

②
小
学
校
は
中
学
校
以
上
に

地
域
文
化
の
拠
点
で
あ
り
、

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

発
達
段
階
に
差
が
あ
る
た
め
、

中
学
校
の
統
廃
合
と
同
列
に

は
で
き
な
い
と
い
う
考
え
が

あ
る
。
中
学
校
の
４
校
体
制

が
始
ま
り
、
こ
の
１
年
間
は

中
学
校
の
実
情
を
検
査
等
々

し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
の
検
証
を
す
る
べ
き
と

思
う
。

③
指
定
場
所
の
３
割
が
未
検

証
で
あ
る
。
今
後
、
予
算
措

置
を
講
じ
な
が
ら
診
断
や
補

修
を
行
い
た
い
。

「安心できる教育施設を」　　（芦辺小学校）

市
山　

和
幸 

議
員

Q 

市
営
住
宅
に
つ
い
て

　

本
市
の
実
情
に
合
っ
た
透

明
性
の
あ
る
選
考
基
準
で
あ

る
の
か
。

①
選
考
の
方
法
、
委
員
会
の

構
成
は
。

②
選
考
基
準
の
見
直
し
を
す

べ
き
。

③
現
入
居
者
の
実
態
調
査
を

す
べ
き
。

④
違
法
者
に
対
し
て
は
法
的

な
明
け
渡
し
措
置
を
。

⑤
落
選
者
に
は
丁
寧
な
説
明

を
。

⑥
早
急
な
住
宅
の
改
修
や
改

築
を
。

A 

見
直
し
は
し
な
い

 

市
長

①
資
格
条
件
を
ク
リ
ア
し
た

人
を
対
象
に
入
居
者
選
考
委

員
会
で
住
宅
困
窮
度
に
応
じ

て
判
定
。
委
員
は
各
町
３
名

の
12
名
で
構
成
。
非
公
開
で

あ
る
。

②
単
身
者
に
つ
い
て
は
原
則

不
可
で
あ
る
が
、
60
歳
以
上

に
つ
い
て
は
選
考
の
対
象
と

な
る
。
見
直
し
は
考
え
て
い

な
い
。

③
市
営
住
宅
は
現

在
787
戸
、
入
居
は

759
戸
、
長
期
不
在

は
10
戸
で
あ
る
が
、

入
院
・
出
稼
ぎ
等

で
あ
る
。

④
悪
質
な
ケ
ー
ス

は
法
的
措
置
も
視

野
に
入
れ
る
。

⑤
き
ち
ん
と
説
明

す
る
。

⑥
低
所
得
者
は
平
屋
建
て
の

ま
ま
長
寿
命
化
対
策
を
取
る
。

Q 

特
養
ホ
ー
ム
の
方
向
性

①
施
設
は
分
散
す
べ
き
。

②
木
造
で
の
設
計
に
変
更
は

な
い
か
。

③
壱
岐
市
福
祉
施
設
検
討
委

員
会
は
新
た
に
設
置
す
る
の

か
。

④
壱
岐
島
民
に
と
っ
て
最
適

の
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に

時
間
を
か
け
て
十
分
に
議
論

を
す
べ
き
。

A  
整
備
検
討
委
員
会
で

議
論

 

市
長

①
２
ヶ
所
に
分
散
し
た
い
。

②
基
本
的
に
木
材
利
用
の
推

進
を
図
る
。

③
福
祉
施
設
整
備
検
討
委
員

会
は
存
続
し
て
お
り
、
一
部

の
委
員
の
再
任
を
す
る
。

④
鯨
伏
地
区
に
つ
い
て
は
委

員
会
で
議
論
し
、
新
し
い
場

所
は
白
紙
。
増
床
・
分
散
に

つ
い
て
は
平
成
23
年
度
中
に

計
画
書
策
定
。
場
所
に
つ
い

て
は
多
く
の
人
の
意
見
を
聞

い
て
の
ち
決
定
す
る
。

入居希望者の多い古城団地（郷ノ浦町田中触）
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フェリーみしま発着所待合室のゴロ寝スペース

芦辺港からすぐの案内板　「まだ案内が不足」

　　あん質問などえーんなった？
平成23年３月議会

平成23年３月議会

質 問

質 問

答 弁

現 状

国・県道への一
支国博物館の案
内看板の設置を。

フェリーみしま
郷ノ浦待合所の
一部に畳スペー
スの設置改善を。

景観を損なわな
いように県と協
議をする。

答 弁
国県の補助航路
であり、協議の
上、設置を考え
たい。

県道勝本石田線から市道鶴亀中央線交差点に設
置済み。
島内観光における主要道路上の表示については、
表示の方法や必要性を十分研究した上で関係機
関と調整協議を図る。

現 状
現在、７月完成に向け準備を進めており、地元
協議の結果、じゅうたん張りに変更。

▶

▶ ▶

▶

７月13日臨時会報告
議案１　桜木団地公営住宅新築工事請負契約の締結
 可決（全員一致）
　　　　契 約 金 額　１億6,586万8千500円
　　　　契約の相手　株式会社　なかはら
　　　　工 事 場 所　芦辺町箱崎大左右触
　　　　工 事 内 容　RC2階建て １棟16戸
　　　　　　　　　　（2DK12戸、3DK4戸）
　　　　工　　　期　契約日～平成24年３月22日

議案２　 学校給食センター食器類、食管等及び厨房機器
付属品購入契約の締結　可決（全員一致）

　　　　契 約 金 額　4,777万5千円
　　　　契約の相手　株式会社　アイホー長崎営業所
　　　　購 入 物 件　•食器類 3,700個　•食缶 195個
　　　　　　　　　　•食器専用篭等 174個
　　　　　　　　　　•厨房機器付属品一式
　　　　　　　　　　•アレルギー室用備品一式

一支国博物館近くの県道路案内板
（田河小学校前）

▶

一支国博物館は
どっち？
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　議会だよりは色使いが
上手でとても見やすかったです。
もうすぐ観光シーズン…。夏がやって
来ます。夏に向けて何か取り組んでいる
ことはありますか。15歳
◎筒城浜海水浴場では、観光協会の方で「海
の家」の他に今年から大型ビーチパラソルと
ビーチベッドの貸し出しを行います。また、
イルカパークでは「イルカと遊ぼう ふれあ
い体験」を再開します。その他、観光客
の方が快適な旅になるよう観光地
の清掃など行っています。

３歳未満の医療費が無
料になりましたが、子どもはよ

く休日や夜間になります。その時負
担する金額は800円ですが、今までは役
場に書類出せば返ってきていたんですか？
2歳
◎時間内・外診療にかかわらず、３歳未満医
療費無料化になる前から医療機関ごとに１
日上限800円（月上限1,600円）は自己
負担となっています。
（担当課：子ども家庭課

  48-1111）

新しく入ってきたイ
ルカにはどんな名前がつ
いているんですか？12歳
◎新しいイルカの名は現在公募
中で、夏休みのはじめには決まり
ます。会いに行ってみてください。
　前からいるイルカの名はルー、
シャングリア、パルフェです。

　表紙がキレイです。
　早く泳ぎた～い！
学童を市で作ってくれない
の？7歳
◎現在壱岐市にある放課後児
童クラブ（学童）は、壱岐市か
ら委託されて実施されて

います。

壱岐にはシカが
300頭もいるのに一度
も見たことな～い!!　
どこにいるのかなぁ？6歳
　◎勝本町の若宮島に
　　生息しています。

東北の地震、
原発、心が痛み
ます。佐賀の原発
の安全性が気にな
ります。74歳

芦辺町 清石浜

議会だよりクイズの応募の中で、
お寄せいただいたご意見や
ご感想をご紹介する
コーナーです。



第
30
号

編　

集　

後　

記

壱岐市議会だよりは地球に優しい植物油インキで印刷されています。

壱岐市ホームページ
（http://www.city.iki.nagasaki.jp）の
市議会のインデックス（見出し）を検索す
ると、市長行政報告および議員の一般質
問の音声を生で聞くことができます。また
市議会会議録は、議会事務局・市役所本
庁（総務課）・各庁舎（市民生活班）・各
図書館で閲覧できます。ご利用ください。

○公職選挙法の規定について
　お中元・お歳暮や、祝儀・
見舞い等の金品を送ることや、
暑中見舞い・年賀状などの挨
拶状や有料の広告は禁止され
ております。
　市民みなさまのご理解とご
協力をお願い申し上げます。

壱岐市議会議員一同

○編集　 議会広報特別委員会
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　TEL：0920-42-1111
　　FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 ＵＲＬ 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

　

議
会
広
報
委
員
会
委
員
を
受
け
持
っ
て
、早
２
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
８
月
に
は
、
議
会

常
任
委
員
会
と
共
に
新
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
か
ら
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
議
会

中
継
が
始
ま
っ
た
事
に
よ
り
、
広
報
誌「
壱
岐
市
議
会

だ
よ
り
」の
必
要
性
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
意
見
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
も
先
進
地
視
察
等
を
実
施
し
そ
の

必
要
性
を
研
究
し
た
結
果
、
本
会
議
の
様
子
は
テ
レ
ビ

に
よ
っ
て
早
く
正
確
に
お
届
け
で
き
ま
す
が
、
そ
の
他

の
議
会
の
動
向
や
各
議
員
が
重
点
的
に
取
り
組
む
内

容
等
に
つ
い
て
、テ
レ
ビ
で
は
お
伝
え
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
お
手
元

に
市
政
運
営
の
記
録
と
し
て「
議
会
だ
よ
り
」を
お
届

け
し
、
行
政
へ
の
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
こ
と
で
、

共
に
壱
岐
市
発
展
の
た
め
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

現
広
報
委
員
は
こ
の
30
号
で
最
後
と
な
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
支
え
ら
れ
２
年
間
の
務
め
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
体
制
と
な
っ
て
も
、
引
き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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呼
子　

好

第10回

第9回クイズの答え
①たかのはら憩いの森公園  ②３頭
③300頭　
応募総数23人で全員が全問正解でした。
ご応募ありがとうございました。

まる!!まる!!

パチパチ!!パチパチ!!

～ 第9回クイズの当選者 ～
國龍睦広様　渡野　栄様
市山丈翔様　中村妙子様
別府　空様　（順不同）　
おめでとうございます！ 

ピース!!
ピース!!

クイズに答えて
図書カード（1,000円）
が当たります。皆さんの
ご応募待ってま～す!!

９月定例会は
　９月2日（金）
　開会の予定です。

クイズ　次の問題に答えよう
その①　 壱岐出身の方からの「ふるさと応援寄付

金」として寄付をくださった方は何人で
しょう？

その②　 待望のへき地診療所が設置される事が決
まりました。その診療所の名前は？

その③　 壱岐から30km以内にある原子力発電所
の名前は？

　ヒント　 この議会だよりの中に答えがあり
ますので、最初から最後まで読んで
みてください。

《応募方法》クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、議会へのご意見等もお書
き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード 1,000 円
分をお贈りします。
 （当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》  〒 811-5521
　　　　　　壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　　　　　　　壱岐市議会事務局 宛
《しめきり》平成 23年 8月 31日（当日消印有効）

《個人情報の取り扱いについて》ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の
目的以外には利用いたしません。

渡良保育所の
お友だち

かれんちゃん
ゆうくん

うららちゃん

I K I
CITY


